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(57)【要約】
【課題】低消費電力化を図ることのできる液晶表示装置
及び液晶表示装置の駆動方法を提供する。又は、表示品
位に優れた液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法を
提供する。
【解決手段】液晶表示装置の駆動部は、第１画素電極と
第１対向電極との間に第１電位差を、第２画素電極と第
２対向電極との間に第２電位差を、それぞれ与え保持す
る際、まず、書込み期間に、第１対向電極に第１対向電
圧ＶｃｏｍＨを与え、第２対向電極に第２対向電圧Ｖｃ
ｏｍＬを与え、制御信号ＳＧの電圧値を第１電圧値Ｖ１
に設定する。特定書込み期間に、制御信号ＳＧの電圧値
を第２電圧値Ｖ２に一時的に設定し、第１画像信号Ｖｓ
ｉｇ１Ｌを第１信号線に与え、第２画像信号Ｖｓｉｇ２
Ｈを第２信号線に与える。保持期間に、第１対向電極に
第１対向電圧ＶｃｏｍＨを与えた状態に維持し、第２対
向電極に第２対向電圧ＶｃｏｍＬを与えた状態に維持し
、制御信号ＳＧの電圧値を第３電圧値Ｖ３に設定する。
【選択図】図７



(2) JP 2016-66029 A 2016.4.28

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査線と、第１信号線と、前記走査線及び第１信号線に電気的に接続されたｎチャネル
型の第１薄膜トランジスタと、前記第１薄膜トランジスタに電気的に接続された第１画素
電極と、前記第１薄膜トランジスタ及び第１画素電極とともに第１画素を形成する第１対
向電極と、第２信号線と、前記走査線及び第２信号線に電気的に接続されたｎチャネル型
の第２薄膜トランジスタと、前記第２薄膜トランジスタに電気的に接続された第２画素電
極と、前記第２薄膜トランジスタ及び第２画素電極とともに、前記第１画素に隣合う第２
画素を形成する第２対向電極と、前記走査線、第１信号線、第２信号線、第１対向電極及
び第２対向電極に電気的に接続された駆動部と、を備え、
　前記駆動部は、前記第１画素電極と前記第１対向電極との間に第１電位差を、前記第２
画素電極と前記第２対向電極との間に第２電位差を、それぞれ与え保持する際、
　書込み期間に、前記第１対向電極に第１対向電圧を与え、前記第２対向電極に前記第１
対向電圧よりロウレベルの第２対向電圧を与え、前記走査線に与える制御信号の電圧値を
前記第２対向電圧よりロウレベルの第１電圧値に設定する書込みであって、前記第１対向
電圧と前記第１電圧値との差は前記第１対向電圧と前記第２対向電圧との差の２倍以上で
ある、前記書込みと、
　前記書込み期間のうちの第１画像信号及び第２画像信号の特定書込み期間に、前記走査
線に与える前記制御信号の電圧値を前記第１薄膜トランジスタの閾値電圧及び前記第２薄
膜トランジスタの閾値電圧と同一レベル又はそれよりハイレベルの第２電圧値に一時的に
設定し、前記第１画像信号を前記第１信号線に与え前記第１画素電極に書込み、前記第２
画像信号を前記第２信号線に与え前記第２画素電極に書込み、前記第１電位差及び第２電
位差を生じさせる、前記第１画像信号及び第２画像信号の特定書込みと、
　前記書込み期間に続き、前記書込み期間より長い保持期間に、前記第１対向電極に前記
第１対向電圧を与えた状態に維持し、前記第２対向電極に前記第２対向電圧を与えた状態
に維持し、前記走査線に与える前記制御信号の電圧値を前記第２対向電圧よりロウレベル
であり前記第１電圧値よりハイレベルである第３電圧値に設定し、前記第１電位差及び第
２電位差を保持する、保持と、
を行うように構成されている液晶表示装置。
【請求項２】
　走査線と、第１信号線と、前記走査線及び第１信号線に電気的に接続されたｐチャネル
型の第１薄膜トランジスタと、前記第１薄膜トランジスタに電気的に接続された第１画素
電極と、前記第１薄膜トランジスタ及び第１画素電極とともに第１画素を形成する第１対
向電極と、第２信号線と、前記走査線及び第２信号線に電気的に接続されたｐチャネル型
の第２薄膜トランジスタと、前記第２薄膜トランジスタに電気的に接続された第２画素電
極と、前記第２薄膜トランジスタ及び第２画素電極とともに、前記第１画素に隣合う第２
画素を形成する第２対向電極と、前記走査線、第１信号線、第２信号線、第１対向電極及
び第２対向電極に電気的に接続された駆動部と、を備え、
　前記駆動部は、前記第１画素電極と前記第１対向電極との間に第１電位差を、前記第２
画素電極と前記第２対向電極との間に第２電位差を、それぞれ与え保持する際、
　書込み期間に、前記第１対向電極に第１対向電圧を与え、前記第２対向電極に前記第１
対向電圧よりハイレベルの第２対向電圧を与え、前記走査線に与える制御信号の電圧値を
前記第２対向電圧よりハイレベルの第１電圧値に設定する書込みであって、前記第１対向
電圧と前記第１電圧値との差は前記第１対向電圧と前記第２対向電圧との差の２倍以上で
ある、前記書込みと、
　前記書込み期間のうちの第１画像信号及び第２画像信号の特定書込み期間に、前記走査
線に与える前記制御信号の電圧値を前記第１薄膜トランジスタの閾値電圧及び前記第２薄
膜トランジスタの閾値電圧と同一レベル又はそれよりロウレベルの第２電圧値に一時的に
設定し、前記第１画像信号を前記第１信号線に与え前記第１画素電極に書込み、前記第２
画像信号を前記第２信号線に与え前記第２画素電極に書込み、前記第１電位差及び第２電
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位差を生じさせる、前記第１画像信号及び第２画像信号の特定書込みと、
　前記書込み期間に続き、前記書込み期間より長い保持期間に、前記第１対向電極に前記
第１対向電圧を与えた状態に維持し、前記第２対向電極に前記第２対向電圧を与えた状態
に維持し、前記走査線に与える前記制御信号の電圧値を前記第２対向電圧よりハイレベル
であり前記第１電圧値よりロウレベルである第３電圧値に設定し、前記第１電位差及び第
２電位差を保持する、保持と、
を行うように構成されている液晶表示装置。
【請求項３】
　前記駆動部は、前記保持期間に、前記第１対向電圧と前記第２対向電圧との中間の電圧
レベルの調整信号を前記第１信号線及び第２信号線にそれぞれ与えるように構成されてい
る請求項１又は２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記駆動部は、
　前記保持期間に続く他の書込み期間に、前記第１対向電極に前記第２対向電圧を与え、
前記前記第２対向電極に前記第１対向電圧を与え、前記走査線に与える前記制御信号の電
圧値を前記第１電圧値に設定する他の書込みと、
　前記他の書込み期間のうちの前記第１画像信号及び第２画像信号の他の特定書込み期間
に、前記走査線に与える前記制御信号の電圧値を前記第２電圧値に一時的に設定し、前記
第１画像信号を前記第１信号線に与え前記第１画素電極に書込み、前記第２画像信号を前
記第２信号線に与え前記第２画素電極に書込み、前記第１電位差及び第２電位差を生じさ
せる、前記第１画像信号及び第２画像信号の他の特定書込みと、
　前記他の書込み期間に続き、前記他の書込み期間より長い他の保持期間に、前記第１対
向電極に前記第２対向電圧を与えた状態に維持し、前記第２対向電極に前記第１対向電圧
を与えた状態に維持し、前記走査線に与える前記制御信号の電圧値を前記第３電圧値に設
定し、前記第１電位差及び第２電位差を保持する、他の保持と、
をさらに行うように構成されている請求項１又は２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記駆動部は、前記他の保持期間に、前記第１対向電圧と前記第２対向電圧との中間の
電圧レベルの調整信号を前記第１信号線及び第２信号線にそれぞれ与えるように構成され
ている請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記駆動部は、前記特定書込みを含む前記書込みと、前記保持と、前記他の特定書込み
を含む前記他の書込みと、前記他の保持と、を繰り返し、前記第１電位差及び第２電位差
を保持するように構成されている請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記駆動部は、前記第１画素電極に前記第１画像信号を６０Ｈｚのフレームレートで書
込み、前記第２画素電極に前記第２画像信号を６０Ｈｚのフレームレートで書込むように
構成され、
　前記書込み期間は１フレーム期間であり、
　前記保持期間は、５９フレーム期間である請求項１又は２に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１画素電極に電気的に接続され前記第１画素を形成する第１補助容量素子と、
　前記第２画素電極に電気的に接続され前記第２画素を形成する第２補助容量素子と、
をさらに備えている請求項１乃至７の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１画素及び第２画素は、それぞれ光反射型の画素である請求項１乃至８の何れか
１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第１画素電極及び第２画素電極は、それぞれ光反射型の電極である請求項９に記載
の液晶表示装置。
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【請求項１１】
　ツイステッドネマティック方式を採用している請求項１乃至１０の何れか１項に記載の
液晶表示装置。
【請求項１２】
　走査線と、第１信号線と、前記走査線及び第１信号線に電気的に接続されたｎチャネル
型の第１薄膜トランジスタと、前記第１薄膜トランジスタに電気的に接続された第１画素
電極と、前記第１薄膜トランジスタ及び第１画素電極とともに第１画素を形成する第１対
向電極と、第２信号線と、前記走査線及び第２信号線に電気的に接続されたｎチャネル型
の第２薄膜トランジスタと、前記第２薄膜トランジスタに電気的に接続された第２画素電
極と、前記第２薄膜トランジスタ及び第２画素電極とともに、前記第１画素に隣合う第２
画素を形成する第２対向電極と、を備えた液晶表示装置の駆動方法において、
　前記第１画素電極と前記第１対向電極との間に第１電位差を、前記第２画素電極と前記
第２対向電極との間に第２電位差を、それぞれ与え保持する際、
　書込み期間に、前記第１対向電極に第１対向電圧を与え、前記第２対向電極に前記第１
対向電圧よりロウレベルの第２対向電圧を与え、前記走査線に与える制御信号の電圧値を
前記第２対向電圧よりロウレベルの第１電圧値に設定し、
　前記書込み期間のうちの第１画像信号及び第２画像信号の特定書込み期間に、前記走査
線に与える前記制御信号の電圧値を前記第１薄膜トランジスタの閾値電圧及び前記第２薄
膜トランジスタの閾値電圧と同一レベル又はそれよりハイレベルの第２電圧値に一時的に
設定し、前記第１画像信号を前記第１信号線に与え前記第１画素電極に書込み、前記第２
画像信号を前記第２信号線に与え前記第２画素電極に書込み、前記第１電位差及び第２電
位差を生じさせ、
　前記書込み期間に続き、前記書込み期間より長い保持期間に、前記第１対向電極に前記
第１対向電圧を与えた状態に維持し、前記第２対向電極に前記第２対向電圧を与えた状態
に維持し、前記走査線に与える前記制御信号の電圧値を前記第２対向電圧よりロウレベル
であり前記第１電圧値よりハイレベルである第３電圧値に設定し、前記第１電位差及び第
２電位差を保持し、
　前記第１対向電圧と前記第１電圧値との差は前記第１対向電圧と前記第２対向電圧との
差の２倍以上である、
液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶表示装置は、アレイ基板と、対向基板と、これら両基板間に挟持された液
晶層と、アレイ基板及び対向基板のいずれか一方に形成されたカラーフィルタと、を有し
ている。アレイ基板及び対向基板間の隙間は、スペーサにより一定に保持されている。液
晶表示装置の表示方式としては、ＴＮ（Twisted Nematic）方式等の各種の方式が用いら
れている。各画素は、薄膜トランジスタ（thin film transistor：ＴＦＴ）を有している
。
【０００３】
　液晶表示装置は、６０Ｈｚのフレームレートで駆動されることが多いが、フレームレー
トを低減することにより、低消費電力化を図ることができる。しかしながら、薄膜トラン
ジスタのリーク電流のために、画素電極の電圧が変化してしまい、画像表示の際にフリッ
カが生じる問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】国際公開第２０１３／０３５５９４号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施形態は、低消費電力化を図ることのできる液晶表示装置及び液晶表示装置
の駆動方法を提供する。又は、本発明の実施形態は、表示品位に優れた液晶表示装置及び
液晶表示装置の駆動方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態に係る液晶表示装置は、
　走査線と、第１信号線と、前記走査線及び第１信号線に電気的に接続されたｎチャネル
型の第１薄膜トランジスタと、前記第１薄膜トランジスタに電気的に接続された第１画素
電極と、前記第１薄膜トランジスタ及び第１画素電極とともに第１画素を形成する第１対
向電極と、第２信号線と、前記走査線及び第２信号線に電気的に接続されたｎチャネル型
の第２薄膜トランジスタと、前記第２薄膜トランジスタに電気的に接続された第２画素電
極と、前記第２薄膜トランジスタ及び第２画素電極とともに、前記第１画素に隣合う第２
画素を形成する第２対向電極と、前記走査線、第１信号線、第２信号線、第１対向電極及
び第２対向電極に電気的に接続された駆動部と、を備え、
　前記駆動部は、前記第１画素電極と前記第１対向電極との間に第１電位差を、前記第２
画素電極と前記第２対向電極との間に第２電位差を、それぞれ与え保持する際、
　書込み期間に、前記第１対向電極に第１対向電圧を与え、前記第２対向電極に前記第１
対向電圧よりロウレベルの第２対向電圧を与え、前記走査線に与える制御信号の電圧値を
前記第２対向電圧よりロウレベルの第１電圧値に設定する書込みであって、前記第１対向
電圧と前記第１電圧値との差は前記第１対向電圧と前記第２対向電圧との差の２倍以上で
ある、前記書込みと、
　前記書込み期間のうちの第１画像信号及び第２画像信号の特定書込み期間に、前記走査
線に与える前記制御信号の電圧値を前記第１薄膜トランジスタの閾値電圧及び前記第２薄
膜トランジスタの閾値電圧と同一レベル又はそれよりハイレベルの第２電圧値に一時的に
設定し、前記第１画像信号を前記第１信号線に与え前記第１画素電極に書込み、前記第２
画像信号を前記第２信号線に与え前記第２画素電極に書込み、前記第１電位差及び第２電
位差を生じさせる、前記第１画像信号及び第２画像信号の特定書込みと、
　前記書込み期間に続き、前記書込み期間より長い保持期間に、前記第１対向電極に前記
第１対向電圧を与えた状態に維持し、前記第２対向電極に前記第２対向電圧を与えた状態
に維持し、前記走査線に与える前記制御信号の電圧値を前記第２対向電圧よりロウレベル
であり前記第１電圧値よりハイレベルである第３電圧値に設定し、前記第１電位差及び第
２電位差を保持する、保持と、
を行うように構成されている。
【０００７】
　また、一実施形態に係る液晶表示装置は、
　走査線と、第１信号線と、前記走査線及び第１信号線に電気的に接続されたｐチャネル
型の第１薄膜トランジスタと、前記第１薄膜トランジスタに電気的に接続された第１画素
電極と、前記第１薄膜トランジスタ及び第１画素電極とともに第１画素を形成する第１対
向電極と、第２信号線と、前記走査線及び第２信号線に電気的に接続されたｐチャネル型
の第２薄膜トランジスタと、前記第２薄膜トランジスタに電気的に接続された第２画素電
極と、前記第２薄膜トランジスタ及び第２画素電極とともに、前記第１画素に隣合う第２
画素を形成する第２対向電極と、前記走査線、第１信号線、第２信号線、第１対向電極及
び第２対向電極に電気的に接続された駆動部と、を備え、
　前記駆動部は、前記第１画素電極と前記第１対向電極との間に第１電位差を、前記第２
画素電極と前記第２対向電極との間に第２電位差を、それぞれ与え保持する際、
　書込み期間に、前記第１対向電極に第１対向電圧を与え、前記第２対向電極に前記第１
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対向電圧よりハイレベルの第２対向電圧を与え、前記走査線に与える制御信号の電圧値を
前記第２対向電圧よりハイレベルの第１電圧値に設定する書込みであって、前記第１対向
電圧と前記第１電圧値との差は前記第１対向電圧と前記第２対向電圧との差の２倍以上で
ある、前記書込みと、
　前記書込み期間のうちの第１画像信号及び第２画像信号の特定書込み期間に、前記走査
線に与える前記制御信号の電圧値を前記第１薄膜トランジスタの閾値電圧及び前記第２薄
膜トランジスタの閾値電圧と同一レベル又はそれよりロウレベルの第２電圧値に一時的に
設定し、前記第１画像信号を前記第１信号線に与え前記第１画素電極に書込み、前記第２
画像信号を前記第２信号線に与え前記第２画素電極に書込み、前記第１電位差及び第２電
位差を生じさせる、前記第１画像信号及び第２画像信号の特定書込みと、
　前記書込み期間に続き、前記書込み期間より長い保持期間に、前記第１対向電極に前記
第１対向電圧を与えた状態に維持し、前記第２対向電極に前記第２対向電圧を与えた状態
に維持し、前記走査線に与える前記制御信号の電圧値を前記第２対向電圧よりハイレベル
であり前記第１電圧値よりロウレベルである第３電圧値に設定し、前記第１電位差及び第
２電位差を保持する、保持と、
を行うように構成されている。
【０００８】
　また、一実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法は、
　走査線と、第１信号線と、前記走査線及び第１信号線に電気的に接続されたｎチャネル
型の第１薄膜トランジスタと、前記第１薄膜トランジスタに電気的に接続された第１画素
電極と、前記第１薄膜トランジスタ及び第１画素電極とともに第１画素を形成する第１対
向電極と、第２信号線と、前記走査線及び第２信号線に電気的に接続されたｎチャネル型
の第２薄膜トランジスタと、前記第２薄膜トランジスタに電気的に接続された第２画素電
極と、前記第２薄膜トランジスタ及び第２画素電極とともに、前記第１画素に隣合う第２
画素を形成する第２対向電極と、を備えた液晶表示装置の駆動方法において、
　前記第１画素電極と前記第１対向電極との間に第１電位差を、前記第２画素電極と前記
第２対向電極との間に第２電位差を、それぞれ与え保持する際、
　書込み期間に、前記第１対向電極に第１対向電圧を与え、前記第２対向電極に前記第１
対向電圧よりロウレベルの第２対向電圧を与え、前記走査線に与える制御信号の電圧値を
前記第２対向電圧よりロウレベルの第１電圧値に設定し、
　前記書込み期間のうちの第１画像信号及び第２画像信号の特定書込み期間に、前記走査
線に与える前記制御信号の電圧値を前記第１薄膜トランジスタの閾値電圧及び前記第２薄
膜トランジスタの閾値電圧と同一レベル又はそれよりハイレベルの第２電圧値に一時的に
設定し、前記第１画像信号を前記第１信号線に与え前記第１画素電極に書込み、前記第２
画像信号を前記第２信号線に与え前記第２画素電極に書込み、前記第１電位差及び第２電
位差を生じさせ、
　前記書込み期間に続き、前記書込み期間より長い保持期間に、前記第１対向電極に前記
第１対向電圧を与えた状態に維持し、前記第２対向電極に前記第２対向電圧を与えた状態
に維持し、前記走査線に与える前記制御信号の電圧値を前記第２対向電圧よりロウレベル
であり前記第１電圧値よりハイレベルである第３電圧値に設定し、前記第１電位差及び第
２電位差を保持し、
　前記第１対向電圧と前記第１電圧値との差は前記第１対向電圧と前記第２対向電圧との
差の２倍以上である。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、一実施形態に係る液晶表示装置を示す概略構成図である。
【図２】図２は、図１に示した液晶表示パネルの周縁部を示す概略断面図である。
【図３】図３は、図１及び図２に示したアレイ基板の概略構成を示す平面図である。
【図４】図４は、図３に示した単位画素を概略的に示す回路図である。
【図５】図５は、上記単位画素を示す等価回路である。
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【図６】図６は、上記液晶表示パネルの一部を示す断面図であり、４個の画素を示す図で
ある。
【図７】図７は、上記液晶表示装置の駆動方法を説明するためのタイミングチャートであ
り、（１）第１信号線を駆動する信号、（２）第２信号線を駆動する信号、（３）走査線
を駆動する制御信号、（４）第１リード線を駆動する第１対向電圧、（５）第２リード線
を駆動する第２対向電圧、を示す図である。
【図８】図８は、上記実施形態に係る液晶表示装置の変形例のアレイ基板の表示領域の外
側を拡大して示す平面図であり、切替え回路を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明の各実施の形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、開示はあ
くまで一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更について容易に想
到し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また、図面は説
明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について模式的に
表される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない。
また、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素には、同一
の符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
【００１１】
　以下、図面を参照しながら一実施形態に係る液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法
について詳細に説明する。まず、液晶表示装置の構成について説明する。　
　図１及び図２に示すように、液晶表示装置は、液晶表示パネル１０を備えている。本実
施形態において、液晶表示パネル１０は、ＴＮ（Twisted Nematic）方式を採用している
。液晶表示パネル１０は、アレイ基板１と、アレイ基板に所定の隙間を置いて対向配置さ
れた対向基板２と、これら両基板間に挟持された液晶層３とを備えている。その他、液晶
表示装置は、画像信号出力部としての駆動回路９０（信号線駆動回路）と、制御部１００
と、接続部１１０とを備えている。駆動回路９０は、静止画を表示するための画像信号や
、動画を表示するための画像信号（映像信号）を出力する。接続部１１０としては、ＦＰ
Ｃ（flexible printed circuit）又はＴＣＰ（tape carrier package）を利用することが
できる。液晶表示パネル１０は、表示領域ＡＡを有している。表示領域ＡＡは非表示領域
で囲まれている。
【００１２】
　図１乃至図５に示すように、アレイ基板１は、透明な絶縁性の基板として、例えばガラ
ス基板４ａを備えている。表示領域ＡＡにおいて、ガラス基板４ａ上にはマトリクス状に
配置された複数の単位画素ＵＰＸが形成されている。単位画素ＵＰＸは、第１方向ｄ１に
ｍ個並べられ、第１方向ｄ１に直交した第２方向ｄ２にｎ個並べられている。
【００１３】
　各単位画素ＵＰＸは、複数の画素ＰＸを備えている。ここでは、各単位画素ＵＰＸは、
第１乃至第４画素ＰＸａ乃至ＰＸｄを備えている。第２画素ＰＸｂは、第１画素ＰＸａに
第１方向ｄ１に隣合って位置している。第３画素ＰＸｃは、第１画素ＰＸａに第２方向ｄ
２に隣合って位置している。第４画素ＰＸｄは、第２画素ＰＸｂに第２方向ｄ２に隣合い
第３画素ＰＸｃに第１方向ｄ１に隣合って位置している。
【００１４】
　ここで、単位画素ＵＰＸの単位ではなく画素ＰＸの単位に着目すると、複数の画素ＰＸ
は、第１方向ｄ１に２×ｍ個並べられ、第２方向ｄ２に２×ｎ個並べられている。奇数行
において、第１画素ＰＸａ及び第２画素ＰＸｂが第１方向ｄ１に交互に並べられている。
偶数行において、第３画素ＰＸｃ及び第４画素ＰＸｄが第１方向ｄ１に交互に並べられて
いる。奇数列において、第１画素ＰＸａ及び第３画素ＰＸｃが第２方向ｄ２に交互に並べ
られている。偶数列において、第２画素ＰＸｂ及び第４画素ＰＸｄが第２方向ｄ２に交互
に並べられている。　
　なお、上記単位画素ＵＰＸを絵素と言い換えることができる。又は、単位画素ＵＰＸを
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画素と言い換えることができ、この場合、上記画素ＰＸを副画素と言い換えることができ
る。
【００１５】
　表示領域ＡＡの外側において、ガラス基板４ａの上方に、駆動回路９及びアウタリード
ボンディング（outer lead bonding）のパッド群（以下、ＯＬＢパッド群と称する）ＰＧ
が形成されている。本実施形態において、駆動回路９は、走査線駆動回路及び補助容量線
駆動回路として利用される。なお、上記走査線駆動回路及び補助容量線駆動回路は、互い
に分離して設けられていてもよい。例えば図３を参照すると、非表示領域のうち、左側領
域に走査線駆動回路が設けられ、右側領域に補助容量線駆動回路が設けられてもよい。
【００１６】
　表示領域ＡＡにおいて、ガラス基板４ａの上方には、複数本（２×ｍ本）の信号線１７
、複数本（２×ｎ本）の走査線１５及び複数本（２×ｎ本）の補助容量線２０が配置され
ている。　
　信号線１７は、駆動回路９０（信号線駆動回路）に接続されている。信号線１７は、第
２方向ｄ２に延在し第１方向ｄ１に互いに間隔を置いて設けられている。信号線１７は、
それぞれ一列の複数の画素ＰＸに電気的に接続されている。
【００１７】
　走査線１５は、駆動回路９（走査線駆動回路）に接続されている。走査線１５は、第１
方向ｄ１に延出し、第２方向ｄ２に互いに間隔を置いて設けられている。走査線１５は、
それぞれ一行の複数の画素ＰＸに電気的に接続されている。　
　補助容量線２０は、駆動回路９（補助容量線駆動回路）に接続されている。補助容量線
２０は、第１方向ｄ１に延在し第２方向ｄ２に互いに間隔を置いて設けられている。補助
容量線２０は、それぞれ一行の複数の画素ＰＸに電気的に接続されている。
【００１８】
　次に、単位画素ＵＰＸを１つ取り出して説明する。　
　図３乃至図５に示すように、第１乃至第４画素ＰＸａ乃至ＰＸｄは、互いに異なる色の
画像を表示するように構成された画素である。この実施形態において、第１乃至第４画素
ＰＸａ乃至ＰＸｄは、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）及び白色（Ｗ）の画像を表示
するように構成された画素である。単位画素ＵＰＸは、いわゆるＲＧＢＷ正方画素（ＲＧ
ＢＷの４個の正方形の画素が正方配列化された画素）で構成されている。
【００１９】
　第１画素ＰＸａは、第１画素電極２２ａと、第１スイッチング素子１２ａと、補助容量
素子２５と、を有し、赤色（Ｒ）の画像を表示するように構成されている。この実施形態
において、第１スイッチング素子１２ａは、ｎチャネル型の薄膜トランジスタ（thin fil
m transistor：ＴＦＴ）で形成されている。第１スイッチング素子１２ａは、走査線１５
に電気的に接続された第１電極と、信号線１７（１７ａ）に電気的に接続された第２電極
と、第１画素電極２２ａに電気的に接続された第３電極と、を有している。第１画素電極
２２ａは、第１対向電極４２ａとの間に液晶容量を形成している。なお、各第１対向電極
４２ａは、第１リード線Ｌ１に接続され、第１リード線Ｌ１等を介して駆動回路９０（リ
ード線駆動回路）に接続されている。
【００２０】
　ここで、第１スイッチング素子１２ａにおいて、上記第１電極がゲート電極として機能
し、第２及び第３電極の一方がソース電極として機能し、第２及び第３電極の他方がドレ
イン電極として機能する。なお、これら第１乃至第３電極の機能に関しては、後述する第
２乃至第４スイッチング素子１２ｂ乃至１２ｄにおいても同様である。
【００２１】
　補助容量素子２５は、第１画素電極２２ａに電気的に接続されている。この実施形態に
おいて、補助容量素子２５は、第１画素電極２２ａと補助容量線２０との間に形成されて
いる。補助容量素子２５の一方の電極は、第１画素電極２２ａ又は第１画素電極２２ａに
接続された電極で形成されている。補助容量素子２５の他方の電極は、対応する補助容量
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線２０の一部又は上記補助容量線２０に接続された電極で形成されている。補助容量線２
０は、駆動回路９（補助容量線駆動回路）により駆動されている。なお、補助容量線２０
を駆動する必要が無い場合は、補助容量線駆動回路は特に必要でなく、各補助容量線２０
は何らかの定電位電源に接続されていてもよい。
【００２２】
　第２画素ＰＸｂは、第２画素電極２２ｂと、第２スイッチング素子１２ｂと、補助容量
素子２５と、を有し、緑色（Ｇ）の画像を表示するように構成されている。この実施形態
において、第２スイッチング素子１２ｂは、ｎチャネル型のＴＦＴで形成されている。第
２スイッチング素子１２ｂは、走査線１５に電気的に接続された第１電極と、信号線１７
（１７ｂ）に電気的に接続された第２電極と、第２画素電極２２ｂに電気的に接続された
第３電極と、を有している。第２画素ＰＸｂは、第１画素ＰＸａとともに同一の走査線１
５に接続されている。第２画素電極２２ｂは、第２対向電極４２ｂとの間に液晶容量を形
成している。なお、各第２対向電極４２ｂは、第２リード線Ｌ２に接続され、第２リード
線Ｌ２等を介して駆動回路９０（リード線駆動回路）に接続されている。
【００２３】
　第３画素ＰＸｃは、第３画素電極２２ｃと、第３スイッチング素子１２ｃと、補助容量
素子２５と、を有し、青色（Ｂ）の画像を表示するように構成されている。この実施形態
において、第３スイッチング素子１２ｃは、ｎチャネル型のＴＦＴで形成されている。第
３スイッチング素子１２ｃは、走査線１５に電気的に接続された第１電極と、信号線１７
（１７ａ）に電気的に接続された第２電極と、第３画素電極２２ｃに電気的に接続された
第３電極と、を有している。第３画素ＰＸｃは、第１画素ＰＸａとともに同一の第１信号
線１７ａに接続されている。第３画素電極２２ｃは、第１対向電極４２ａとの間に液晶容
量を形成している。
【００２４】
　第４画素ＰＸｄは、第４画素電極２２ｄと、第４スイッチング素子１２ｄと、補助容量
素子２５と、を有し、白色（Ｗ）の画像を表示するように構成されている。この実施形態
において、第４スイッチング素子１２ｄは、ｎチャネル型のＴＦＴで形成されている。第
４スイッチング素子１２ｄは、走査線１５に電気的に接続された第１電極と、信号線１７
（１７ｂ）に電気的に接続された第２電極と、第４画素電極２２ｄに電気的に接続された
第３電極と、を有している。第４画素ＰＸｄは、第３画素ＰＸｃとともに同一の走査線１
５に接続され、第２画素ＰＸｂとともに同一の第２信号線１７ｂに接続されている。第４
画素電極２２ｄは、第２対向電極４２ｂとの間に液晶容量を形成している。
【００２５】
　上記のように、本実施形態において、各単位画素ＵＰＸには、２本の信号線１７と２本
の走査線１５と、２本の補助容量線２０と、が接続されている。但し、信号線及び走査線
に着目すると、各単位画素ＵＰＸには、４本の信号線１７と１本の走査線１５とが接続さ
れていてもよい。この場合、単位画素ＵＰＸの第１乃至第４画素ＰＸａ乃至ＰＸｄは、同
一の走査線１５に電気的に接続されている。そして、単位画素ＵＰＸの第１乃至第４画素
ＰＸａ乃至ＰＸｄは、互いに異なる信号線１７に電気的に接続されている。
【００２６】
　次に、液晶表示パネル１０の断面構造について説明する。　
　図４乃至図６に示すように、ガラス基板４ａ上にはアンダーコート膜（絶縁膜）１１が
形成されている。アンダーコート膜１１の上方に、複数のスイッチング素子１２（１２ａ
乃至１２ｄ）が形成されている。詳しくは、アンダーコート膜１１上に半導体層１３が形
成されている。
【００２７】
　半導体層１３は、アモルファスシリコン、ポリシリコン、有機物半導体、酸化物半導体
等の半導体で形成されている。本実施形態において、半導体層１３は、酸化物半導体で形
成された酸化物半導体層である。このような酸化物半導体としては、インジウム、ガリウ
ム及び亜鉛の少なくとも１つを含む酸化物が好適に用いられる。酸化物半導体の体表的な
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例としては、例えば、酸化インジウムガリウム亜鉛（ＩＧＺＯ）、酸化インジウムガリウ
ム（ＩＧＯ）、インジウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）、亜鉛スズ酸化物（ＺｎＳｎＯ）、亜鉛
酸化物（ＺｎＯ）、及び透明アモルファス酸化物半導体（ＴＡＯＳ）などが挙げられる。
　
　このような酸化物半導体から成る半導体層１３は、アモルファスシリコンからなる半導
体層と比較して高移動度を実現できる。また、このような酸化物半導体からなる半導体層
１３は、ポリシリコンからなる半導体層と比較して、低温で大面積に亘って均一に成膜す
ることができ、製造コストの低減を図ることができる。
【００２８】
　アンダーコート膜１１及び半導体層１３上に、ゲート絶縁膜１４が形成されている。ゲ
ート絶縁膜１４上には、複数の走査線１５が形成されている。走査線１５は、半導体層１
３の第１領域（チャネル領域）と対向した複数の第１電極（ゲート電極）１５ａを有して
いる。ゲート絶縁膜１４及び走査線１５（第１電極１５ａ）上に、第１層間絶縁膜１６が
形成されている。
【００２９】
　第１層間絶縁膜１６上に、複数の信号線１７、複数の第２電極１８ａ及び複数の第３電
極１８ｂが形成されている。信号線１７、第２電極１８ａ及び第３電極１８ｂは、同一材
料を利用し、同時に形成されている。信号線１７は、第２電極１８ａと一体に形成されて
いる。第２電極１８ａは、ゲート絶縁膜１４及び第１層間絶縁膜１６に形成されたコンタ
クトホールを通り半導体層１３の第２領域にコンタクトしている。第３電極１８ｂは、ゲ
ート絶縁膜１４及び第１層間絶縁膜１６に形成された他のコンタクトホールを通り半導体
層１３の第３領域にコンタクトしている。なお、第２及び第３領域の一方がソース領域と
して機能し、第２及び第３領域の他方がドレイン領域として機能する。上記のように、ス
イッチング素子１２が形成されている。
【００３０】
　第１層間絶縁膜１６、信号線１７、第２電極１８ａ及び第３電極１８ｂ上に、第２層間
絶縁膜１９が形成されている。第２層間絶縁膜１９上に、絶縁膜２１が形成されている。
絶縁膜２１は、平坦化膜としても機能し得る。絶縁膜２１が平坦化膜として機能すること
により、アレイ基板１の表面の凹凸を低減することができる。　
　絶縁膜２１上に、複数の画素電極２２（２２ａ乃至２２ｄ）が形成されている。本実施
形態において、画素電極２２は、光反射導電層、透明導電層、又はこれらの積層体で形成
されている。光反射導電層は、アルミニウム（aluminum：Ａｌ）等の金属材料を利用して
形成することができる。透明導電層は、インジウム錫酸化物（indium tin oxide：ＩＴＯ
）、インジウム亜鉛酸化物、（indium zinc oxide：ＩＺＯ）等の透明な導電材料を利用
して形成することができる。
【００３１】
　この実施形態において、画素電極２２は、光反射導電層と透明導電層との積層体で形成
された光反射型の画素電極である。液晶表示パネル１０は光反射型の液晶表示パネルであ
る。画素電極２２は、光反射性を有し、表示面（対向基板２の外面）側から入射された光
を上記表示面側に反射することができる。
【００３２】
　例えば、透明導電層は画素電極２２の最上層に位置している。透明導電層のサイズは光
反射導電層のサイズと同一であり、透明導電層は光反射導電層に完全に重なって形成され
ていてもよい。この場合、１回のフォトリソグラフィ工程で、積層された光反射導電膜及
び透明導電膜にパターニングを施すことにより、光反射導電層及び透明導電層を同時に形
成することができる。　
　なお、液晶表示パネル１０は光透過型の液晶表示パネルであってもよい。この場合、画
素電極２２は、透明導電層のみで形成された光透過型の画素電極である。画素電極２２は
、光透過性を有し、アレイ基板１側から入射された光を対向基板２側に透過させることが
できる。
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【００３３】
　絶縁膜２１及び画素電極２２上には、柱状スペーサ５（図２）が形成されている。絶縁
膜２１、画素電極２２及び柱状スペーサ５上には配向膜２３が設けられている。配向膜２
３は液晶層３に接している。この実施形態において、配向膜２３は水平配向膜であり、ラ
ビング等の配向処理が施されている。これにより、配向膜２３は、液晶層３の液晶分子を
初期配向させることができる。　
　上記のように、アレイ基板１が形成されている。
【００３４】
　図６に示すように、一方、対向基板２は、透明な絶縁基板として、例えばガラス基板４
ｂを備えている。ガラス基板４ｂ上には、カラーフィルタ３０が設けられている。カラー
フィルタ３０は、ブラックマトリクス３１と、複数色の着色層（又は無着色層）３２とを
有している。ブラックマトリクス３１は、複数の画素ＰＸを区画するように格子状に形成
されている。
【００３５】
　この実施形態において、カラーフィルタ３０は、第１画素ＰＸａを形成する赤色の着色
層３２（３２Ｒ）、第２画素ＰＸｂを形成する緑色の着色層３２（３２Ｇ）、第３画素Ｐ
Ｘｃを形成する青色の着色層３２、及び第４画素ＰＸｄを形成する透明な無着色層３２を
有している。なお、上記カラーフィルタ３０は、無着色層３２無しに形成することができ
得る。
【００３６】
　また、この実施形態において、カラーフィルタ３０上にオーバーコート膜４１が設けら
れている。オーバーコート膜４１は、対向基板２の表面の凹凸を低減する機能を有してい
る。なお、オーバーコート膜４１は必要に応じて設けられていればよい。オーバーコート
膜４１上には、対向電極（共通電極）４２及び配向膜４３が順に設けられている。
【００３７】
　この実施形態において、対向電極４２は、ＩＴＯ、ＩＺＯ等の透明な導電材料を利用し
て形成されている。また、対向電極４２は、複数の第１対向電極４２ａと、複数の第２対
向電極４２ｂと、を有している。第１対向電極４２ａ及び第２対向電極４２ｂは、それぞ
れ帯状に形成され、第２方向ｄ２に延在し、第１方向ｄ１に間隔を置いて交互に並べられ
ている。各第１対向電極４２ａは、奇数列のうちの任意の一列の全ての画素ＰＸの画素電
極２２と対向している。各第２対向電極４２ｂは、偶数列のうちの任意の一列の全ての画
素ＰＸの画素電極２２と対向している。　
　このため、第１対向電極４２ａ及び第２対向電極４２ｂは、それぞれ複数の画素ＰＸの
形成に寄与している。また、第１対向電極４２ａ及び第２対向電極４２ｂは、それぞれ複
数の画素ＰＸで共用される共通電極である。
【００３８】
　本実施形態において、液晶表示装置はカラム反転駆動法を利用し、かつ、信号線１７を
駆動する電圧を半減するため、対向電極４２は、帯状の第１対向電極４２ａ及び第２対向
電極４２ｂを有している。列単位及びフレーム単位で、第１対向電極４２ａ及び第２対向
電極４２ｂの電位も変動させることにより、液晶層３を交流駆動することができる。　
　このため、動画を表示する際の任意のＮ番目の１フレーム期間内に、画素電極２２に画
像信号が与えられると、奇数列の画素ＰＸの画素電極２２の電位は第１対向電極４２ａの
電位と同一かそれより高くなり、偶数列の画素ＰＸの画素電極２２の電位は第２対向電極
４２ｂの電位と同一かそれより低くなる。そして、Ｎ＋１番目の１フレーム期間内に、画
素電極２２に画像信号が与えられると、奇数列の画素ＰＸの画素電極２２の電位は第１対
向電極４２ａの電位と同一かそれより低くなり、偶数列の画素ＰＸの画素電極２２の電位
は第２対向電極４２ｂの電位と同一かそれより高くなる。　
　すなわち、Ｎ番目の１フレーム期間内に、奇数列では、画素電極２２が正極性の電極、
第１対向電極４２ａが負極性の電極となり、偶数列では、画素電極２２が負極性の電極、
第２対向電極４２ｂが正極性の電極となる。Ｎ＋１番目の１フレーム期間内に、奇数列で



(12) JP 2016-66029 A 2016.4.28

10

20

30

40

50

は、画素電極２２が負極性の電極、第１対向電極４２ａが正極性の電極となり、偶数列で
は、画素電極２２が正極性の電極、第２対向電極４２ｂが負極性の電極となる。
【００３９】
　配向膜４３は液晶層３に接している。配向膜４３は、水平配向膜であり、ラビング等の
配向処理が施されている。これにより、配向膜４３は、液晶層３の液晶分子を初期配向さ
せることができる。　
　上記のように、対向基板２が形成されている。
【００４０】
　図２に示すように、アレイ基板１及び対向基板２間の所定の隙間は柱状スペーサ５によ
り保持されている。アレイ基板１及び対向基板２は、これら両基板の周縁部に配置された
シール材６により接合されている。液晶層３は、アレイ基板１、対向基板２及びシール材
６で囲まれた空間に形成されている。本実施形態において、液晶層３は、ポジ型の液晶材
料で形成されている。　
　上記のように液晶表示装置が形成されている。
【００４１】
　次に、上記のように構成された液晶表示装置の駆動方法について説明する。　
　駆動部（駆動回路９及び駆動回路９０等）は、走査線１５、補助容量線２０及び信号線
１７を駆動し、画素電極２２に画像信号を書込んでいる。液晶表示装置が動画や静止画を
表示する場合、駆動部は走査線１５及び信号線１７を毎フレーム駆動する。但し、液晶表
示装置が静止画を表示する場合、駆動部は走査線１５及び信号線１７を数フレーム置きに
駆動（間欠駆動）することもできる。
【００４２】
　図４及び図５に示した第１画素ＰＸａ及び第２画素ＰＸｂに着目すると、本実施形態に
おいて、駆動部は、第１画素電極２２ａと第１対向電極４２ａとの間に第１電位差を、第
２画素電極２２ｂと第２対向電極４２ｂとの間に第２電位差を、それぞれ与え保持する際
、すなわち、静止画を表示する際、次のように走査線１５及び信号線１７等を駆動する。
【００４３】
　書込み期間に、駆動部は、第１対向電極４２ａに第１対向電圧を与え、第２対向電極４
２ｂに第１対向電圧よりロウレベルの第２対向電圧を与え、走査線１５に与える制御信号
の電圧値を第２対向電圧よりロウレベルの第１電圧値に設定する書込みを行う。　
　ここで、ロウレベルとは、相対的に負であることを言う。例えば、第２対向電圧は、第
１対向電圧より相対的に負の電圧である。また、第１対向電圧と第１電圧値との差は、第
１対向電圧と第２対向電圧との差の２倍以上である。
【００４４】
　上記書込み期間のうちの第１画像信号及び第２画像信号の特定書込み期間に、駆動部は
、第１画像信号及び第２画像信号の特定書込みを行う。詳しくは、駆動部は、走査線１５
に与える制御信号の電圧値を第１スイッチング素子１２ａの閾値電圧及び第２スイッチン
グ素子１２ｂの閾値電圧と同一レベル又はそれよりハイレベルの第２電圧値に一時的に設
定し、第１画像信号を第１信号線１７ａに与え第１画素電極２２ａに書込み、第２画像信
号を第２信号線１７ｂに与え第２画素電極２２ｂに書込む。これにより、上記第１電位差
及び第２電位差を生じさせる。　
　ここで、ハイレベルとは、相対的に正であることを言う。例えば、第２電圧値は、第１
スイッチング素子１２ａの閾値電圧及び第２スイッチング素子１２ｂの閾値電圧と同一レ
ベル又はそれより相対的に正の電圧値である。
【００４５】
　上記書込み期間に続き、上記書込み期間より長い保持期間に、駆動部は、上記第１電位
差及び第２電位差を保持する、保持を行う。詳しくは、駆動部は、第１対向電極４２ａに
第１対向電圧を与えた状態に維持し、第２対向電極４２ｂに第２対向電圧を与えた状態に
維持し、走査線１５に与える制御信号の電圧値を第２対向電圧よりロウレベルであり第１
電圧値よりハイレベルである第３電圧値に設定する。
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【００４６】
　次に、液晶表示装置の駆動方法の実施例について説明する。ここでは、図４及び図５に
示した第１画素ＰＸａ及び第２画素ＰＸｂに着目し、第１画素電極２２ａと第１対向電極
４２ａとの間に第１電位差を、第２画素電極２２ｂと第２対向電極４２ｂとの間に第２電
位差を、それぞれ与え保持し、静止画を表示する場合について説明する。なお、静止画を
表示する期間も補助容量線２０は定電位に固定されている。
【００４７】
　図７、及び図３乃至図５に示すように、第１書込み期間Ｐｗ１及び第１保持期間Ｐｂ１
の和は１秒間に相当し、第２書込み期間Ｐｗ２及び第２保持期間Ｐｂ２の和は１秒間に相
当する。第１書込み期間Ｐｗ１は１フレーム期間（１／６０秒）である。第１書込み期間
Ｐｗ１に、駆動部は６０Ｈｚのフレームレートで書込み動作を行う。
【００４８】
　まず、第１書込み期間Ｐｗ１に、駆動回路９０は、第１対向電極４２ａに第１対向電圧
ＶｃｏｍＨを与え、第２対向電極４２ｂに第１対向電圧ＶｃｏｍＨよりロウレベルの第２
対向電圧ＶｃｏｍＬを与え、駆動回路９は、走査線１５に与える制御信号ＳＧの電圧値を
第２対向電圧ＶｃｏｍＬよりロウレベルの第１電圧値Ｖ１に設定する。第１対向電圧Ｖｃ
ｏｍＨと第１電圧値Ｖ１との差は第１対向電圧ＶｃｏｍＨと第２対向電圧ＶｃｏｍＬとの
差の２倍以上である。この実施形態において、電圧値を例示すると、第１対向電圧Ｖｃｏ
ｍＨは＋４．０Ｖ（ボルト）、第２対向電圧ＶｃｏｍＬは＋０．２Ｖ、第１電圧値Ｖ１は
－６．０Ｖである。　
　上記のように、第１対向電圧ＶｃｏｍＨと第１電圧値Ｖ１との差を第１対向電圧Ｖｃｏ
ｍＨと第２対向電圧ＶｃｏｍＬとの差の２倍以上にすることにより、走査線１５（第１電
極１５ａ）の電位が第１画素電極２２ａの電位又は第２画素電極２２ｂの電位より不所望
に高くなる事態を回避することができる。
【００４９】
　第１書込み期間Ｐｗ１のうちの第１画像信号及び第２画像信号の第１特定書込み期間Ｐ
ｗ１ａは、ここでは、一水平走査期間に相当する。第１特定書込み期間Ｐｗ１ａに、駆動
部は、第１画像信号Ｖｓｉｇ１Ｌ及び第２画像信号Ｖｓｉｇ２Ｈの第１特定書込みを行う
。第１特定書込み期間Ｐｗ１ａに、駆動回路９は、走査線１５に与える制御信号ＳＧの電
圧値を第１スイッチング素子１２ａの閾値電圧及び第２スイッチング素子１２ｂの閾値電
圧と同一レベル又はそれよりハイレベルの第２電圧値Ｖ２に一時的に設定し、駆動回路９
０は、第１画像信号Ｖｓｉｇ１Ｌを第１信号線１７ａに与え第１画素電極２２ａに書込み
、第２画像信号Ｖｓｉｇ２Ｈを第２信号線１７ｂに与え第２画素電極２２ｂに書込む。こ
れにより、上記第１電位差及び第２電位差を生じさせることができる。　
　ここで、第１画像信号Ｖｓｉｇ１Ｌは、第１対向電圧ＶｃｏｍＨと第２対向電圧Ｖｃｏ
ｍＬとの間の電圧値を有し、ロウレベルの第１画像信号である。このため、第１画素電極
２２ａが負極性の電極、第１対向電極４２ａが正極性の電極となる。一方、第２画像信号
Ｖｓｉｇ２Ｈは、第１対向電圧ＶｃｏｍＨと第２対向電圧ＶｃｏｍＬとの間の電圧値を有
し、ハイレベルの第２画像信号である。このため、第２画素電極２２ｂが正極性の電極、
第２対向電極４２ｂが負極性の電極となる。　
　この実施形態において、電圧値を例示すると、第２電圧値Ｖ２は＋１０Ｖである。
【００５０】
　第１書込み期間Ｐｗ１に続き、第１書込み期間Ｐｗ１より長い第１保持期間Ｐｂ１に、
駆動部は、上記第１電位差及び第２電位差の保持を行う。この実施形態において、第１保
持期間Ｐｂ１は、５９フレーム期間（５９／６０秒）である。第１保持期間Ｐｂ１に、駆
動回路９０は、第１対向電極４２ａに第１対向電圧ＶｃｏｍＨを与えた状態に維持し、第
２対向電極４２ｂに第２対向電圧ＶｃｏｍＬを与えた状態に維持し、駆動回路９は、走査
線１５に与える制御信号ＳＧの電圧値を第２対向電圧ＶｃｏｍＬよりロウレベルであり第
１電圧値Ｖ１よりハイレベルである第３電圧値Ｖ３に設定する。　
　制御信号ＳＧの電圧値を第１電圧値Ｖ１に設定した場合より第３電圧値Ｖ３に設定した
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場合の方が、走査線１５（第１電極１５ａ）の電位と第１画素電極２２ａの電位との差や
、走査線１５（第１電極１５ａ）の電位と第２画素電極２２ｂの電位との差を小さくする
ことができる。第１スイッチング素子１２ａや第２スイッチング素子１２ｂにかかるバイ
アス電圧を小さくすることができるため、半導体層１３（第１スイッチング素子１２ａ，
第２スイッチング素子１２ｂ）に生じるリーク電流の低減に寄与することができる。これ
により、上記第１電位差及び第２電位差を良好に保持することができる。　
　そして、上記のように第１保持期間Ｐｂ１を設けることにより、液晶表示装置の低消費
電力化に寄与することができる。
【００５１】
　さらに本実施形態において、駆動回路９０（駆動部）は、第１保持期間Ｐｂ１に、第１
対向電圧ＶｃｏｍＨと第２対向電圧ＶｃｏｍＬとの中間の電圧レベルの調整信号Ｖａを第
１信号線１７ａ及び第２信号線１７ｂにそれぞれ与えるように構成されている。この実施
形態において、電圧値を例示すると、調整信号Ｖａの電圧値は＋２．１Ｖである。　
　また、この例では、第１保持期間Ｐｂ１のうちの第１電圧調整期間Ｐｂ１ａに、調整信
号Ｖａが第１信号線１７ａ及び第２信号線１７ｂにそれぞれ与えられている。第１電圧調
整期間Ｐｂ１ａは、第１保持期間Ｐｂ１の最初の１フレーム期間である。しかしながら、
第１電圧調整期間Ｐｂ１ａの長さは、種々変形可能であり、１フレーム期間未満であった
り、１フレーム期間を超えたりしてもよい。例えば、第１電圧調整期間Ｐｂ１ａの長さと
第１保持期間Ｐｂ１の長さとが一致してもよい。信号線に第２電圧を書き込んだのち、信
号線をハイインピーダンス状態において（信号線に電気的な書き込みがされないようにす
る）、保持させておくのでも良い。
【００５２】
　このように、第１保持期間Ｐｂ１に、第１信号線１７ａ及び第２信号線１７ｂの電圧値
を調整信号Ｖａの電圧値に設定した方が、第１信号線１７ａの電位と第１画素電極２２ａ
の電位との差や、第２信号線１７ｂの電位と第２画素電極２２ｂの電位との差を小さくす
ることができる。第１スイッチング素子１２ａや第２スイッチング素子１２ｂにかかるバ
イアス電圧を小さくすることができるため、半導体層１３（第１スイッチング素子１２ａ
，第２スイッチング素子１２ｂ）に生じるリーク電流の低減に寄与することができる。特
に、第１画像信号Ｖｓｉｇ１Ｌの電圧値や第２画像信号Ｖｓｉｇ２Ｈの電圧値が、第１対
向電圧ＶｃｏｍＨと第２対向電圧ＶｃｏｍＬとの中間の電圧レベルに近い程、半導体層１
３に生じるリーク電流を低減することができる。これにより、上記第１電位差及び第２電
位差を良好に保持することができる。
【００５３】
　第１保持期間Ｐｂ１に続く第２書込み期間Ｐｗ２に、駆動回路９０は、第１対向電極４
２ａに第２対向電圧ＶｃｏｍＬを与え、第２対向電極４２ｂに第１対向電圧ＶｃｏｍＨを
与え、駆動回路９は、走査線１５に与える制御信号ＳＧの電圧値を第１電圧値Ｖ１に設定
する。　
　ここでも、第１対向電圧ＶｃｏｍＨと第１電圧値Ｖ１との差を第１対向電圧ＶｃｏｍＨ
と第２対向電圧ＶｃｏｍＬとの差の２倍以上にすることにより、走査線１５（第１電極１
５ａ）の電位が第１画素電極２２ａの電位又は第２画素電極２２ｂの電位より不所望に高
くなる事態を回避することができる。
【００５４】
　第２書込み期間Ｐｗ２のうちの第１画像信号及び第２画像信号の第２特定書込み期間Ｐ
ｗ２ａは、ここでは、一水平走査期間に相当する。第２特定書込み期間Ｐｗ２ａに、駆動
部は、第１画像信号Ｖｓｉｇ１Ｈ及び第２画像信号Ｖｓｉｇ２Ｌの第２特定書込みを行う
。第２特定書込み期間Ｐｗ２ａに、駆動回路９は、走査線１５に与える制御信号ＳＧの電
圧値を第２電圧値Ｖ２に一時的に設定し、駆動回路９０は、第１画像信号Ｖｓｉｇ１Ｈを
第１信号線１７ａに与え第１画素電極２２ａに書込み、第２画像信号Ｖｓｉｇ２Ｌを第２
信号線１７ｂに与え第２画素電極２２ｂに書込む。これにより、上記第１電位差及び第２
電位差を生じさせることができる。　
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　なお、第１画素電極２２ａの電位と第１対向電極４２ａの電位との差の絶対値は、第１
特定書込み期間Ｐｗ１ａと第２特定書込み期間Ｐｗ２ａとで同一である。同様に、第２画
素電極２２ｂの電位と第２対向電極４２ｂの電位との差の絶対値は、第１特定書込み期間
Ｐｗ１ａと第２特定書込み期間Ｐｗ２ａとで同一である。
【００５５】
　ここで、第１画像信号Ｖｓｉｇ１Ｈは、第１対向電圧ＶｃｏｍＨと第２対向電圧Ｖｃｏ
ｍＬとの間の電圧値を有し、ハイレベルの第１画像信号である。このため、第１画素電極
２２ａが正極性の電極、第１対向電極４２ａが負極性の電極となる。一方、第２画像信号
Ｖｓｉｇ２Ｌは、第１対向電圧ＶｃｏｍＨと第２対向電圧ＶｃｏｍＬとの間の電圧値を有
し、ロウレベルの第２画像信号である。このため、第２画素電極２２ｂが負極性の電極、
第２対向電極４２ｂが正極性の電極となる。
【００５６】
　このため、このように静止画を表示する際は、１秒単位でいわゆるカラムコモン反転駆
動を行うことができる。これにより、１秒毎に、第１画素電極２２ａの電位と第１対向電
極４２ａの電位との関係が反転し、同様に、第２画素電極２２ｂの電位と第２対向電極４
２ｂの電位との関係が反転する。液晶層３に交流電圧を印加することができるため、液晶
材料の劣化を抑制することができる。
【００５７】
　第２書込み期間Ｐｗ２に続き、第２書込み期間Ｐｗ２より長い第２保持期間Ｐｂ２に、
駆動部は、上記第１電位差及び第２電位差の保持を行う。この実施形態において、第２保
持期間Ｐｂ２は、５９フレーム期間（５９／６０秒）である。第２保持期間Ｐｂ２に、駆
動回路９０は、第１対向電極４２ａに第２対向電圧ＶｃｏｍＬを与えた状態に維持し、第
２対向電極４２ｂに第１対向電圧ＶｃｏｍＨを与えた状態に維持し、駆動回路９は、走査
線１５に与える制御信号ＳＧの電圧値を第３電圧値Ｖ３に設定する。　
　この場合も、制御信号ＳＧの電圧値を第１電圧値Ｖ１に設定した場合より第３電圧値Ｖ
３に設定した場合の方が、半導体層１３（第１スイッチング素子１２ａ，第２スイッチン
グ素子１２ｂ）に生じるリーク電流の低減に寄与することができる。これにより、上記第
１電位差及び第２電位差を良好に保持することができる。　
　そして、上記のように第２保持期間Ｐｂ２を設けることにより、液晶表示装置の低消費
電力化に寄与することができる。
【００５８】
　さらに本実施形態において、駆動回路９０（駆動部）は、第２保持期間Ｐｂ２に、調整
信号Ｖａを第１信号線１７ａ及び第２信号線１７ｂにそれぞれ与えるように構成されてい
る。　
　また、この例では、第２保持期間Ｐｂ２のうちの第２電圧調整期間Ｐｂ２ａに、調整信
号Ｖａが第１信号線１７ａ及び第２信号線１７ｂにそれぞれ与えられている。第２電圧調
整期間Ｐｂ２ａは、第２保持期間Ｐｂ２の最初の１フレーム期間である。しかしながら、
第２電圧調整期間Ｐｂ２ａの長さは、種々変形可能であり、１フレーム期間未満であった
り、１フレーム期間を超えたりしてもよい。例えば、第２電圧調整期間Ｐｂ２ａの長さと
第２保持期間Ｐｂ２の長さとが一致してもよい。信号線に第２電圧を書き込んだのち、信
号線をハイインピーダンス状態において（信号線に電気的な書き込みがされないようにす
る）、保持させておくのでも良い。
【００５９】
　このように、第２保持期間Ｐｂ２に、第１信号線１７ａ及び第２信号線１７ｂの電圧値
を調整信号Ｖａの電圧値に設定した方が、半導体層１３（第１スイッチング素子１２ａ，
第２スイッチング素子１２ｂ）に生じるリーク電流の低減に寄与することができる。特に
、第１画像信号Ｖｓｉｇ１Ｈの電圧値や第２画像信号Ｖｓｉｇ２Ｌの電圧値が、第１対向
電圧ＶｃｏｍＨと第２対向電圧ＶｃｏｍＬとの中間の電圧レベルに近い程、半導体層１３
に生じるリーク電流を低減することができる。これにより、上記第１電位差及び第２電位
差を良好に保持することができる。
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【００６０】
　上記第２保持期間Ｐｂ２の後、駆動部は、第１特定書込みを含む第１書込み期間Ｐｗ１
の書込みと、第１保持期間Ｐｂ１の保持と、第２特定書込みを含む第２書込み期間Ｐｗ２
の書込みと、第２保持期間Ｐｂ２の保持と、を繰り返し、上記第１電位差及び第２電位差
を保持するように構成されていてもよい。これにより、静止画を表示する時間を調整する
ことができ、低消費電力化に寄与することができ、表示品位に優れた画像の表示を保持す
ることができる。
【００６１】
　上記のように構成された一実施形態に係る液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法に
よれば、液晶表示装置は、走査線１５と、第１信号線１７ａと、第１スイッチング素子１
２ａと、第１画素電極２２ａと、第１対向電極４２ａと、第２信号線１７ｂと、第２スイ
ッチング素子１２ｂと、第２画素電極２２ｂと、第２対向電極４２ｂと、駆動部（駆動回
路９，９０）と、を備えている。第１スイッチング素子１２ａ及び第２スイッチング素子
１２ｂは、ｎチャネル型のＴＦＴで形成されている。第１スイッチング素子１２ａ、第１
画素電極２２ａ及び第１対向電極４２ａは、とともに第１画素ＰＸａを形成している。第
２スイッチング素子１２ｂ、第２画素電極２２ｂ及び第２対向電極４２ｂは、とともに第
２画素ＰＸｂを形成している。
【００６２】
　駆動部は、第１画素電極２２ａと第１対向電極４２ａとの間に第１電位差を、第２画素
電極２２ｂと第２対向電極４２ｂとの間に第２電位差を、それぞれ与え保持する際、書込
みと、保持と、を行うように構成されている。
【００６３】
　上記書込みでは、第１書込み期間Ｐｗ１に、駆動部は、第１対向電極４２ａに第１対向
電圧ＶｃｏｍＨを与え、第２対向電極４２ｂに第２対向電圧ＶｃｏｍＬを与え、走査線１
５に与える制御信号ＳＧの電圧値を第１電圧値Ｖ１に設定する。第１対向電圧ＶｃｏｍＨ
と第１電圧値Ｖ１との差は第１対向電圧ＶｃｏｍＨと第２対向電圧ＶｃｏｍＬとの差の２
倍以上である。これにより、走査線１５（第１電極１５ａ）の電位が第１画素電極２２ａ
の電位又は第２画素電極２２ｂの電位より不所望に高くなる事態を回避することができる
。
【００６４】
　第１書込み期間Ｐｗ１のうちの第１画像信号及び第２画像信号の第１特定書込み期間Ｐ
ｗ１ａに、駆動部は、走査線１５に与える制御信号ＳＧの電圧値を第２電圧値Ｖ２に一時
的に設定し、第１画像信号Ｖｓｉｇ１Ｌを第１信号線１７ａに与え第１画素電極２２ａに
書込み、第２画像信号Ｖｓｉｇ２Ｈを第２信号線１７ｂに与え第２画素電極２２ｂに書込
んでいる。これにより、上記第１電位差及び第２電位差を生じさせることができる。
【００６５】
　第１書込み期間Ｐｗ１に続き、第１書込み期間Ｐｗ１より長い第１保持期間Ｐｂ１に、
駆動部は、第１対向電極４２ａに第１対向電圧ＶｃｏｍＨを与えた状態に維持し、第２対
向電極４２ｂに第２対向電圧ＶｃｏｍＬを与えた状態に維持し、走査線１５に与える制御
信号ＳＧの電圧値を第３電圧値Ｖ３に設定している。
【００６６】
　制御信号ＳＧの電圧値を第３電圧値Ｖ３に設定することにより、走査線１５（第１電極
１５ａ）の電位と第１画素電極２２ａの電位との差や、走査線１５（第１電極１５ａ）の
電位と第２画素電極２２ｂの電位との差を小さくすることができる。第１スイッチング素
子１２ａや第２スイッチング素子１２ｂにかかるバイアス電圧を小さくすることができる
ため、半導体層１３（第１スイッチング素子１２ａ，第２スイッチング素子１２ｂ）に生
じるリーク電流の低減に寄与することができる。これにより、上記第１電位差及び第２電
位差を良好に保持することができる。　
　画素電極２２（例えば第１画素電極２２ａ又は第２画素電極２２ｂ）の電位の変化を抑
制することができるため、フリッカの発生を抑制することができる。そして、上記のよう
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に第１保持期間Ｐｂ１を設けることにより、液晶表示装置の低消費電力化に寄与すること
ができる。　
　上記のことから、低消費電力化を図ることのできる液晶表示装置及び液晶表示装置の駆
動方法を得ることができる。又は、表示品位に優れた液晶表示装置及び液晶表示装置の駆
動方法を得ることができる。
【００６７】
　次に、上記実施形態に係る液晶表示装置の変形例について説明する。　
　図８に示すように、液晶表示装置は、切替え回路５０をさらに備えていてもよい。この
場合も、上述した実施形態と同様の効果を得ることができる。　
　切替え回路５０は、複数の切替え素子群５５を有し、切替え素子群５５はそれぞれ複数
の切替え素子ＡＳＷを有している。この実施の形態において、切替え素子群５５はそれぞ
れ２個の切替え素子ＡＳＷを有している。切替え回路５０は、１／２マルチプレクサ回路
である。切替え素子ＡＳＷとしては、例えばＴＦＴであり、上記スイッチング素子１２と
同様に形成することができ得る。
【００６８】
　切替え回路５０は、複数の信号線１７（１７ａ，１７ｂ）に接続されている。また、切
替え回路５０は、接続配線５７を介して駆動回路９０に接続されている。ここでは、接続
配線５７の本数は、信号線１７の本数の１／２である。　
　駆動回路９０の出力（接続配線５７）１個当たり２本の信号線１７を時分割駆動するよ
う、切替え素子（アナログスイッチ）ＡＳＷは、制御信号ＳＷ１及びＳＷ２により、オン
／オフが切替えられる。これら制御信号ＳＷ１及びＳＷ２は、制御部１００から、ＯＬＢ
パッド群ｐＧ（図３）、複数の制御配線５８を介して切替え素子ＡＳＷにそれぞれ与えら
れる。　
　上記の変形例によれば、信号線１７は時分割駆動されている。このため、信号線１７を
駆動するために駆動回路９０及び制御部１００等によって生成される画像信号の数を半分
にすることができる。これにより、上述した実施形態と同様に、外部ソースＩＣ（駆動回
路９０及び制御部１００）の消費電力の増大を抑制することができる。
【００６９】
　本発明の実施形態を説明したが、上記実施形態は、例として提示したものであり、発明
の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その他の様々な形態
で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え
、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれる
とともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【００７０】
　例えば、スイッチング素子１２（１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄ）は、ｐチャネル型
のＴＦＴで形成されていてもよい。この場合も、上述した実施形態と同様の効果を得るこ
とができる。但し、この場合、次の点で上述した実施形態と相違する。第２対向電圧Ｖｃ
ｏｍＬは第１対向電圧ＶｃｏｍＨよりハイレベルの電圧となる。第１電圧値Ｖ１は第２対
向電圧ＶｃｏｍＬよりハイレベルの電圧となる。第２電圧値Ｖ２は、第１スイッチング素
子１２ａの閾値電圧及び第２スイッチング素子１２ｂの閾値電圧と同一レベル又はそれよ
りロウレベルの電圧値となる。第３電圧値Ｖ３は、第２対向電圧ＶｃｏｍＬよりハイレベ
ルであり、第１電圧値Ｖ１よりロウレベルとなる。
【００７１】
　画素電極２２（２２ａ，２２ｂ，２２ｃ，２２ｄ）の形状は、正方形に限定されるもの
ではなく、種々変形可能であり、長方形であってもよい。画素電極２２の形状は、矩形状
以外の形状であってもよい。これらの場合であっても、上述した実施形態の効果と同様の
効果を得ることができる。　
　単位画素ＵＰＸは、ＲＧＢＷ正方画素に限らず、種々変形可能であり、例えば、いわゆ
るＲＧＢＷ縦ストライプ画素（ＲＧＢＷの４個の長方形の画素（画素電極）がストライプ
状に配列された画素）で構成されていてもよい。　
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　また、単位画素ＵＰＸは、いわゆるＲＧＢ縦ストライプ画素（一般的な３原色であるＲ
ＧＢの３個の長方形の画素（画素電極）がストライプ状に配列された画素）で構成されて
いてもよい。単位画素ＵＰＸは、さらに、Ｙ（黄色）画素や、Ｗ画素及びＹ画素の両方を
備えた４色以上の画素で構成されていてもよい。
【００７２】
　上述した実施形態では、液晶表示パネル１０は、ＴＮ（Twisted Nematic）方式を採用
している。しかしながら、これに限定されるものではなく、液晶表示パネルは、ＴＮ方式
以外の表示方式を採用してもよい。例えば、液晶表示パネルは、ＦＦＳ（Fringe Field S
witching）方式等の主として基板主面に略平行な横電界を利用するＩＰＳ（In-Plane Swi
tching）方式を採用していてもよい。そして、液晶表示パネルは、補助容量素子２５無し
に形成されていてもよい。　
　また、液晶表示装置は、光反射型の液晶表示装置に限定されるものではなく、種々変形
可能であり、光透過型の液晶表示装置であってもよい。　
　上述した実施形態は、上述した液晶表示装置及びその駆動方法に限定されるものではな
く、各種の液晶表示装置及びその駆動方法に適用可能である。
【符号の説明】
【００７３】
　１…アレイ基板、２…対向基板、３…液晶層、９，９０…駆動回路、１０…液晶表示パ
ネル、１２，１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄ…スイッチング素子、１３…半導体層、１
５…走査線、１７，１７ａ，１７ｂ…信号線、２２，２２ａ，２２ｂ，２２ｃ，２２ｄ…
画素電極、２５…補助容量素子、４２，４２ａ，４２ｂ…対向電極、ＰＸ，ＰＸａ，ＰＸ
ｂ，ＰＸｃ，ＰＸｄ…画素、Ｌ１，Ｌ２…リード線、Ｐｗ１…第１書込み期間、Ｐｗ１ａ
…第１特定書込み期間、Ｐｂ１…第１保持期間、Ｐｂ１ａ…第１電圧調整期間、Ｐｗ２…
第２書込み期間、Ｐｗ２ａ…第２特定書込み期間、Ｐｂ２…第２保持期間、Ｐｂ２ａ…第
２電圧調整期間、Ｖｓｉｇ１Ｌ，Ｖｓｉｇ１Ｈ…第１画像信号、Ｖｓｉｇ２Ｈ，Ｖｓｉｇ
２Ｌ…第２画像信号、ＶｃｏｍＨ…第１対向電圧、ＶｃｏｍＬ…第２対向電圧、Ｖ１，Ｖ
２，Ｖ３…電圧値。
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